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ヒト下垂体腫蕩の約半数を占めるプロラクチン (PRL) 産生腫蕩 (PRLoma) にはdopamine ago-











PRLoma患者10人について，経蝶形骨洞下垂体腫蕩摘出術を施行した。 6 例にはCB-154を 10mg分4
で 2 週間投与した後， PRLomaを摘出しており (CB群) ，他の 4 例には術前CB-154投与を行っておら
ず，対照群と考えた。
血清PRL値はRIAI乙て測定し，腫療の大きさはCTまたは，術中所見lとより決定した。
摘出された腫虜はs-collidine緩衝 3%ク守ルタルアルデヒドで固定し， 1 %オスミウム酸で後固定した。
130 
超薄切片を二重染色しい， 日立1ロ2型電子顕微鏡lに乙て観察した口各症例ごご、と léζ7 ， 50∞0 倍(最終倍率) 4ω0枚と
3犯2， 00∞0 倍4ω0枚の電顕写真を無作為 lに乙撮影しい，延べ約 20∞0 個の腫虜細胞をpOln川1此t c∞oun口mt法で
(結果)























られてきたが，本研究では開口分泌がブロモクリプチン 10mg分 4 ， 2 週間投与により，かえって有意に
増加することが示され，従来の仮説をくつがえす結果が得られた。今後のブロモクリプチンのプロラク
チノーマに対する抗腫場作用を解析するうえで，新しい知見になると考えられる。
非常に有用な研究であり，学位に値する研究と考えられる。
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